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66.6 33.4

平成24年度 予算総額61億5,219万円
一般会計予算 36億3,500万円

（住民１人あたり 約44万8千円）

歳 入 地方交付税が従来規模の14億8,０００万円に

歳 出 普通建設事業費が対前年度比 81%増

分担金・負担金
7,717万円（2.1%）

地方特例交付金
350万円（0.1%）

地方消費税交付金
7,500万円
（2.１%）

自動車取得税交付金
１,200万円（0.3%）

使用料・手数料
3,785万円（1.0%）

財産収入・寄付金
3,163万円（0.9%）

繰入金　2億1,650万円（6.0%）
繰越金　500万円（0.1%）
諸収入　1,252万円（0.3%）
その他交付金　804万円（0.2%）

地方譲与税
2,800万円（0.8%）

町債　2億8,840万円（7.9%）

府支出金　2億4,263万円
（6.7%）

予備費　750万円（0.2%）

公債費　3億5,198万円（9.7%）

災害復旧費　239万円（0.1%）

教育費　3億3,715万円（9.3%）

議会費　7,267万円（2.0%）

国庫支出金2億8,185万円国庫支出金2億8,185万円
（7.8%）（7.8%）
国庫支出金2億8,185万円
（7.8%）

町税町税
8億3,491万円8億3,491万円
　　　  （23%）　　　  （23%）

町税
8億3,491万円
　　　  （23%）

地方交付税地方交付税
14億8,000万円14億8,000万円
（40.7%）（40.7%）

地方交付税
14億8,000万円
（40.7%）

利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金

歳入合計
36億3,500万円

（100%）

依存
財源 自主財源

歳出合計
36億3,500万円

（100%）

消防費　2億374万円（5.6%）

土木費　4億1,721万円（11.5%）

商工費　3,121万円（0.9%）

農林水産業費　3,360万円（0.9%）

労働費　1万円（0.0%）

衛生費衛生費
2億7,799万円2億7,799万円
（7.6%）（7.6%）

衛生費
2億7,799万円
（7.6%）

民生費民生費
9億6,871万円9億6,871万円
（26.6%）（26.6%）

民生費
9億6,871万円
（26.6%）

総務費総務費
9億3,084万円9億3,084万円
（25.6%）（25.6%）

総務費
9億3,084万円
（25.6%）

%%
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みんなの税金のつかいみち
◎継続　●新規事業

安心して暮らせるまちづくりに
●

●

◎

●

●

◎

◎

備蓄物資購入
消防団資機材購入
住宅用太陽光発電システム設置補助
基幹業務システム更新
住民基本台帳ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ機器更新
地域防災計画修正委託
消防車庫整備

400万円
173万円
200万円
9,400万円
791万円
360万円
335万円

快適な生活のために
◎

◎

◎

◎

再生資源集団回収事業補助
一般廃棄物収集運搬業務委託
有害鳥獣駆除
豊かな緑と清流を守る森林整備事業

121万円
3,900万円
94万円
80万円

まちの活性化のために
◎

◎

●

●

●

●

●

町商工会振興事業補助
桜まつり
人口減少を食い止めるための検討委員会
ＪＲ奈良線高速化複線化事業共同調査費負担金
自然休養村管理センター施設整備
町勢要覧
歴史と自然が薫る道づくり事業

750万円
567万円
120万円
201万円
530万円
300万円
900万円

くらしの周辺整備に
●

●

◎

◎

●

木造住宅耐震改修助成
町道 36-13 号線他道路維持
町道 1号線道路改良（梅渓橋）
町道 22号線道路改良
町営住宅耐震補強

270万円
1,130万円
8,400万円
3,110万円
7,200万円

教育・子育て支援のために
◎

●

◎

◎

◎

●

●

◎

●

子育て支援医療費
図書館出張貸出拡張事業
乳幼児一時預かり事業
放課後児童クラブ
給食センター施設整備
学校エコスクール化推進事業
泉ヶ丘中学校国際交流・海外派遣事業
特別支援教育支援員配置事業
小中学校施設整備

2,626万円
12万円
557万円
821万円
1,068万円
200万円
150万円
244万円
4,710万円

障害者・高齢者のために
◎

◎

◎

◎

障害者自立支援事業費
バリアフリー整備
老人クラブ活動助成
後期高齢者医療費療養給付費負担金

１億6,812万円
656万円
220万円
8,500万円

健康的な生活のために
◎

◎

◎

◎

健康増進事業
予防接種事業
妊婦健康診査
がん検診推進事業

1,456万円
3,973万円
795万円
337万円

順次整備されている消防車庫

六角井戸

整備予定の井手小防球ネット
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平成２４年度２４年度    会計別予算会計別予算平成２４年度２４年度    会計別予算会計別予算平成２４年度  会計別予算
会 計 名

一 般 会 計

予 算 額

３６億 3,500 万円

１０億 9,772 万円

１億 7,456 万円

5,074 万円

４億 2,405 万円

６億 8,170 万円

8,509 万円

333 万円

６１億 5,219 万円

前年度比（％）

0.6%

△0.6%

△1.3%

△29.9%

7.4%

5.0%

3.0%

14.0%

0.9%

国 民 健 康 保 険

井 手 町 水 道 事 業

多賀地区簡易水道事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

多 賀 財 産 区
合　　　　　　　　　計

特

別

会

計

町長の予算編成方針（要旨）
平成２４年度予算では、利便性向上のためのＪＲ奈良線の複線化に向けた取り組みや町道1号線の梅渓橋の架け

替え、本町の魅力を高めるための歴史的施設等を活用した歴史と自然が薫る道づくり、安心・安全のためのバリアフ
リー整備や備蓄物資の購入、行政事務の効率化のための基幹業務システムの更新、子育て支援のための３人目以降
の子どもに対する保育料無料化や中学校卒業までの子どもに対する医療費の完全無料化、未来に向かって心豊かに
育つ教育環境の充実を図るため、泉ヶ丘中学校における海外派遣事業やスポーツクラブ活動支援の拡充とともに環
境を考慮した教育施設の整備を図るため、地域の特性にあった小・中学校のエコスクール化推進などの点を十分に
念頭に置くとともに、その他の各分野においても行政の継続性を確保しつつ、住民生活に支障が生じないよう所要の
経費を計上した。

一般会計は、歳入で町税が前年度比4.0％減、
地方交付税で62.2％の増や国庫支出金の6.0％
の増と基金を有効活用し、歳入総額で前年度比
0.6％の増となる。歳出は、行政経費の抑制を図
り、住民要望を積極的に取入れた事業で、奈良線
複線化に向けた共同調査費負担金や梅渓橋の架
け替え工事、歴史と自然が薫る道づくり事業、子
育て支援のため、3人目以降の子どもの保育料無
料化や中学校卒業までの医療費の完全無料化、
教育環境の充実のため、泉ヶ丘中学生の海外派
遣事業や学校エコスクール化推進事業、人口減
少を食い止めるための検討委員会の設置や観光
入込客50万人の達成に向けての各種事業など、
厳しい財政状況の中、財政健全化を図り、住民の
福祉、教育を後退させることなく、着実に進める予
算である。以上の理由により一般会計、特別会計
予算に賛成する。

賛 成 討 論賛 成 討 論賛 成 討 論
少ない正規職員で、給与も削減される一方、特
別職の報酬や参与職、高級町長専用車もそのま
ま、行政機構の簡素化もなくムダが放置されてい
る。奈良線複線化では自治体負担は適正に抑え
るようJRに対して発言しなければならない。職員
や教職員の健康管理のため、産業医を選任し、健
康相談や超勤の解消をすすめるべきである。防災
対策として避難所を見直し、備蓄物資の配備をす
すめるべき。小規模電力事業者からの電力購入で
電気代の削減をはかり、町自らが電力事業者とな
り再生可能エネルギーの検討をするべき。０歳児
保育は、途中入所の申し込みが定員を超えた場
合でも、入所が保証されるよう対応を求める。子
どものインフルエンザワクチンや高齢者の肺炎
球菌ワクチンへの助成や前立腺がん検診なども
実施し、対象者には案内して制度を生かすべき。

反 対 討 論反 対 討 論反 対 討 論賛
成
９

賛
成
９

賛
成
９
反
対
２

反
対
２

反
対
２
で
認
定

で
認
定

で
認
定
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３
月
議
会
で

月
議
会
で

　

決
ま
っ
た
こ
と

　

決
ま
っ
た
こ
と

３
月
議
会
で

　

決
ま
っ
た
こ
と

介
護
保
険
料 
　
％
値
上
げ
に

国
保
の
赤
字
、基
金
か
ら
借
り
入
れ

改

正

し

た

条

例

介
護
保
険
条
例

今
後
3
年
間
の
介
護
保
険

事
業
の
見
込
み
か
ら
、
65
歳

以
上
の
基
準
月
額
保
険
料

を
、
現
行
4
0
9
8
円
か
ら

4
7
1
4
円
に
値
上
げ
し
ま

す
。
ま
た
所
得
に
応
じ
た
保

険
料
の
段
階
を
、
現
行
の
9

段
階
か
ら
、
10
段
階
に
細
分

す
る
も
の
で
す
。　

  
          （

賛
成
9
反
対
2
）

印
鑑
条
例
等

外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ

れ
、
外
国
人
住
民
も
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
る
こ
と

に
と
も
な
う
改
正
で
す
。　

　
　
　
　

 　

   （
賛
成
全
員
）

町
税
条
例

退
職
所
得
に
か
か
る
町
民

税
の
10
％
を
控
除
す
る
措
置

を
廃
止
す
る
こ
と
、
た
ば
こ

税
の
税
率
の
改
定
、
東
日
本

大
震
災
で
の
被
災
者
支
援
措

置
の
延
長
、
個
人
町
民
税
の

均
等
割
を
10
年
間
5
0
0
円

（
府
民
税
と
合
わ
せ
る
と

1
0
0
0
円
）
引
き
上
げ
る

こ
と
（
平
成
26
年
度
か
ら
）

な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

　

  　

 （
賛
成
9
反
対
2
）

補

正

予

算

人

事

案

件

意

見

書

一
般
会
計（
第
4
回
）

事
業
の
確
定
や
精
算
に
よ

り
、
約
4
8
0
0
万
円
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。　
　
　

　
　

              （
賛
成
全
員
）

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計（
第
3
回
）

精
算
に
と
も
な
い
、
歳
入

不
足
見
込
み
の
3
/
4
を
府

の
広
域
化
支
援
基
金
か
ら
借

り
入
れ
る
こ
と
な
ど
が
主
な

内
容
で
、
約
1
0
0
0
万
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　

       （
賛
成
全
員
）

介
護
保
険

特
別
会
計（
第
2
回
）

障
害
者
総
合
福
祉
法（
仮
称
）の

　

早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

介
護
保
険
料
改
定
に
と
も

な
う
シ
ス
テ
ム
改
修
に

5
2
5
万
円
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

                 （
賛
成
全
員
）

　
　
　
　

 （
前
略
）

平
成
24
年
２
月
に
開
催
さ

れ
た
厚
生
労
働
省
の
第
19
回

総
合
福
祉
部
会
に
お
い
て
示

さ
れ
た
新
法
の
厚
生
労
働
省

（
案
）
は
、
障
害
者
総
合
福

祉
法
の
骨
格
に
関
す
る
総
合

福
祉
部
会
の
提
言
の
内
容
が

反
映
さ
れ
た
も
の
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

障
害
の
種
類
や
程
度
、
家

族
の
状
況
、
経
済
力
、
居
住

す
る
自
治
体
に
か
か
わ
ら
ず
、

障
害
者
自
ら
が
選
ん
だ
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

障
害
者
基
本
法
や
今
般
の
骨

格
提
言
に
沿
っ
て
「
障
害
者

総
合
福
祉
法
（
仮
称
）」
を

着
実
か
つ
速
や
か
に
立
法
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
障
害

者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の

確
実
な
成
立
、
施
行
を
求
め
、

国
会
お
よ
び
政
府
に
対
し
以

下
に
付
い
て
要
請
す
る
も
の

で
す
。

①
障
害
者
総
合
福
祉
法
（
仮

称
）
制
定
に
あ
た
り
、
推

進
会
議
総
合
福
祉
部
会
が

と
り
ま
と
め
た
「
障
害
者

総
合
福
祉
法
の
骨
格
に
関

す
る
総
合
福
祉
部
会
の
提

言
」
を
最
大
限
尊
重
し
、

反
映
さ
せ
る
こ
と
。

②
障
害
者
総
合
福
祉
法
（
仮

称
）
制
定
に
あ
た
り
、
制

度
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

の
地
方
自
治
体
の
財
源
を

十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
。

　

平
成
24
年
３
月
22
日

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
議
会

人
権
擁
護
委
員

公
共
下
水
道

特
別
会
計（
第
2
回
）

事
業
の
確
定
や
精
算
に
よ

り
、
約
2
5
0
0
万
円
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。　
　
　

　
　

              （
賛
成
全
員
）

寺
島
み
さ
尾
氏

井
手
中
垣
内

（
賛
成
全
員
）

井
手
段
ノ
下

（
賛
成
9
反
対
2
）

井
手
町
共
同
浴
場

指
定
管
理
者

西
島
種
夫
氏

委
員
長

井
手
町
共
同
浴
場

　
　

管
理
運
営
委
員
会

15
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一般質問に9人の議員が登壇

森　
田　
泰　
雄  

議
員

白
坂
開
発
の
進
捗
は

Q　
　

最
近
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

全
線
複
線
化
に
弾
み
の
つ
く

京
都
府
・
Ｊ
Ｒ
の
記
者
会
見

も
あ
り
、
本
町
議
会
で
も
交

通
対
策
特
別
委
員
会
を
開
き

詳
細
に
つ
い
て
の
報
告
を
聞

い
た
。

し
か
し
、
毎
日
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
も
の
の
、
人
口
の

減
少
は
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
困
っ
た
現
実
が
あ
る
。

そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
町
外
か
ら
の
有
識
者
と

町
内
住
民
団
体
の
代
表
者
か

ら
な
る
検
討
委
員
会
が
動
き

出
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
働
く
と
こ
ろ
が

な
け
れ
ば
、
先
が
見
え
な
い

闇
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
白
坂

地
域
の
開
発
に
つ
い
て
、
現

在
の
進
捗
状
況
お
よ
び
今
後

の
見
通
し
を
問
う
。

事業
中村理事

排
水
問
題
が
大
き
く
前
進

A　
　

白
坂
開
発
を
進
め
る

の
に
本
町
と
し
て
最
大
の
課

題
で
あ
っ
た
排
水
問
題
は
、

本
年
春
に
国
土
交
通
省
施
工

の
下
ノ
浜
樋
門
の
改
築
が
完

了
す
る
予
定
で
、
大
き
く
前

森　田　泰　雄　議員
白坂地区開発進捗状況◆

岡　田　久　雄　議員
学校における防災教育
家庭ごみの指定袋導入
防災会議における女性の視点の重要性 

◆
◆
◆

丸　山　久　志　議員
入札時における最低制限価格
玉川の桜の維持管理

◆
◆

村　田　忠　文　議員
ゴミの減量化
狭あい道路について

◆
◆

谷　田 みさお　議員
JR奈良線複線化問題
公契約条例
消防団の活動

◆
◆
◆

中　坊　　陽　議員
JR奈良線複線化と今後のまちづくり◆

西　島　寛　道　議員
ゆとり教育と学力格差問題
全国大会出場のスポーツ選手支援

◆
◆

岩　田　　剛　議員
大地震発生時の対応
緊急地震速報受信訓練
中学校での武道必修化の取組み

◆
◆
◆

村田しんきち　議員
人口減少を食い止めるための検討委員会
インフルエンザの助成
有害鳥獣対策

◆
◆
◆

進
し
た
と
考
え
て
い
る
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
現
在

府
に
よ
っ
て
国
道
３
０
７
号

青
谷
バ
イ
パ
ス
の
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
開
発
区
域

内
に
つ
い
て
は
開
発
者
と
の

間
で
施
工
区
分
な
ど
の
協
議

が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
に
つ
い

て
は
、
城
陽
市
と
本
町
で
平

成
24
年
度
か
ら
実
施
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

白
坂
開
発
は
、
城
陽
市
域

と
合
わ
せ
て
約
20
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
開
発
計
画
で
、
そ
の
う

ち
井
手
町
側
は
小
字
北
山
、

堀
畑
、
西
白
坂
な
ど
約
10
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
計
画
で
あ
る
。

当
地
域
は
市
街
化
調
整
区
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
開

発
が
可
能
と
な
る
市
街
化
区

域
に
編
入
す
る
た
め
の
都
市

計
画
法
上
の
手
続
き
の
準
備

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

城
陽
市
と
も
調
整
を
し
な

が
ら
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

区
域
区
分
や
、
用
途
、
地
区

計
画
な
ど
都
市
計
画
の
原
案

を
作
成
す
る
作
業
を
や
っ
て

い
る
。

作
成
後
は
井
手
町
都
市
計

画
審
議
会
へ
の
報
告
や
地
元

説
明
な
ど
の
手
続
き
を
進
め
、

そ
の
後
府
と
と
も
に
都
市
計

画
決
定
の
た
め
の
手
続
き
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
手
続
き
は
原
案
作
成

後
順
調
に
進
め
ば
約
１
年
と

聞
い
て
い
る
。

開
発
者
と
は
開
発
の
下
協

議
を
進
め
て
い
る
。

本
町
と
し
て
は
関
係
機
関

と
連
携
の
も
と
、
地
元
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
雇
用

の
場
の
創
出
、
人
口
の
定
着
、

税
収
の
確
保
な
ど
に
つ
な
が

る
開
発
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

大
き
く
前
進
し
た
と
考
え

て
い
る
。

白坂地域
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中　

坊　
　

陽  

議
員

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
化
と
今
後
の
町
は

町　長

一
日
も
早
い
事
業
化
に
努
力

Q

A

　
　

今
回
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

英
断
と
京
都
府
の
力
強
い
後

押
し
に
よ
り
、Ｊ
Ｒ
奈
良
線

の
複
線
化
事
業
の
新
し
い
計

画
区
間
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
気
に
全
線
の
計
画
と
は

な
ら
な
か
っ
た
が
、
山
城
多

賀
か
ら
玉
水
間
が
対
象
に
な

っ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
町
づ

く
り
に
も
重
要
な
区
間
で
あ

る
。
こ
の
区
間
が
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

城
陽
駅
以
南
の
残
り
区
間
の

複
線
化
延
伸
に
可
能
性
を
残

し
て
い
る
。
現
在
単
線
区
間

が
長
く
待
合
時
間
が
多
く
、

ト
ラ
ブ
ル
時
の
回
復
時
間
や

電
車
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に

も
支
障
が
あ
る
状
況
で
、
複

線
化
に
よ
っ
て
待
合
時
間
が

解
消
さ
れ
、
高
速
化
や
運
行

本
数
の
増
便
も
図
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

事
業
計
画
の
概
要
と
総
事

業
費
の
見
込
み
額
を
伺
う
。

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
も

複
線
化
事
業
を
活
か
し
た
町

づ
く
り
計
画
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
玉
水
駅
の
改

造
計
画
（
駐
車
場
の
確
保
）

と
危
険
な
踏
切
と
さ
れ
て
い

る
駅
北
側
の
北
垣
内
踏
切
改

修
や
隣
接
し
て
い
る
府
道
上

狛
城
陽
線
の
拡
幅
の
計
画
を

伺
う
。

　
　

平
成
13
年
に
完
成
し

た
第
１
期
複
線
化
に
よ
り
、

快
速
列
車
や
普
通
列
車
が
増

発
さ
れ
、
利
便
性
、
快
適
性

が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
し

か
し
、
残
る
単
線
区
間
の
行

き
違
い
で
待
ち
時
間
が
発
生

す
る
こ
と
や
異
常
気
象
時
に

列
車
の
遅
れ
が
回
復
で
き
ず

ダ
イ
ヤ
の
安
定
性
が
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
い
ま
だ
課
題

が
多
く
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

今
年
1
月
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
決
断
と
京
都
府
の
努
力
に

よ
っ
て
第
２
期
複
線
化
の
共

同
調
査
実
施
に
つ
い
て
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
、
京
都
府
お
よ
び

沿
線
市
町
と
合
意
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
調
査
で
、Ｊ
Ｒ
藤
森

駅
か
ら
宇
治
駅
、
新
田
駅
か

ら
城
陽
駅
、
山
城
多
賀
駅
か

ら
玉
水
駅
の
３
区
間
お
よ
び

京
都
駅
と
棚
倉
駅
の
２
駅
で

現
場
測
量
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
配
線
検
討
に
よ
り
新

た
な
路
線
の
位
置
な
ど
の
工

事
詳
細
を
決
定
し
、
工
事
期

間
や
建
設
費
用
を
確
定
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
計
画
の
概
要
と
総
事

業
費
の
見
込
み
額
は
、
調
査

に
基
づ
き
確
定
す
る
も
の
で

現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る

が
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
試
算
に

よ
る
と
調
査
ど
お
り
実
施
す

れ
ば
約
３
０
０
億
円
か
ら
４

０
０
億
円
規
模
に
な
る
と
聞

い
て
い
る
。

玉
水
駅
の
駅
舎
の
改
築
な

ど
は
、
第
２
期
工
事
の
整
備

内
容
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
あ
る
。

第
２
期
複
線
化
の
共
同
調

査
が
早
急
に
進
み
１
日
も
早

く
調
査
ど
お
り
事
業
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

玉水駅東側 複線化予定区間
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児童館での学習会

西　
島　
寛　
道  

議
員

学
力
向
上
の
取
り
組
み
は

教育
木田次長

家

庭

と

も

連

携

Q

A

　
　

１
９
８
０
年
、
学
習

指
導
要
領
の
改
正
以
降
、
日

本
は
ゆ
と
り
教
育
の
時
代
に

突
入
し
、
そ
の
結
果
、
勉
強

す
る
子
ど
も
と
し
な
い
子
ど

も
で
大
き
な
学
力
格
差
が
出

た
。
競
争
教
育
が
激
化
さ
れ

る
中
で
、
ゆ
と
り
教
育
が
子

ど
も
た
ち
に
与
え
た
も
の
は
、

家
庭
環
境
や
経
済
力
が
も
た

ら
す
学
力
格
差
で
あ
る
。

81
年
の
難
関
国
立
９
大
学

の
合
格
率
は
、
公
立
高
校

72
・
２
％
、
私
立
高
校
22
・
２

％
、
05
年
は
私
立
高
校
83
・

３
％
、
公
立
高
校
12
・
５
％

と
逆
転
し
て
い
る
。
こ
れ
は

早
期
か
ら
私
立
進
学
を
選
択

で
き
る
経
済
力
を
有
す
る
人

が
有
利
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

学
校
外
学
習
機
会
や
塾
な

ど
を
利
用
す
る
子
ど
も
と
家

庭
だ
け
の
学
習
の
子
ど
も
で

は
学
力
に
差
が
出
て
い
る
し
、

学
校
外
教
育
支
出
と
学
力
を

比
べ
る
と
、
支
出
の
多
い
子

ど
も
の
ほ
う
が
、
学
力
が
高

い
結
果
も
出
て
い
る
。
本
町

で
は
小
中
学
校
で
の
補
習
授

業
、
人
権
セ
ン
タ
ー
で
の
勉

強
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る

が
、
そ
の
参
加
者
数
と
成
果

は
。
ま
た
経
済
状
況
に
よ
る

格
差
を
な
く
す
た
め
の
事
業

を
何
か
考
え
て
い
る
か
。

大
き
な
大
会
出
場
に
激
励
金
を

Q　
　

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ

ー
ツ
選
手
と
し
て
輝
か
し
く

全
国
大
会
や
世
界
大
会
の
よ

う
な
大
き
な
大
会
に
出
場
し
、

活
躍
す
る
姿
は
、
本
町
に
と

っ
て
誇
り
で
あ
り
子
ど
も
た

ち
に
大
き
な
夢
と
目
標
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。

大
会
に
も
よ
る
が
、
引
率

す
る
大
人
が
必
要
。
平
日
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
引
率
し

て
い
た
だ
く
人
も
難
し
い
状

況
。
体
育
協
会
か
ら
表
彰
な

ど
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
本
町
か
ら
激
励
金
な
ど

を
考
え
て
み
て
は
。

教育
木田次長

部
活
動
活
性
化
に
支
援

A　
　

中
学
校
で
の
部
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た
め
支
援

拡
充
の
予
算
を
今
議
会
で
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

激
励
金
に
つ
い
て
は
、
中

学
生
の
各
種
大
会
に
お
い
て

選
手
や
引
率
教
員
の
経
費
は

公
費
で
賄
っ
て
い
る
が
、
保

護
者
の
応
援
に
つ
い
て
は
自

費
で
参
加
さ
れ
て
お
り
、
激

励
金
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
　

教
育
の
機
会
均
等
を

図
る
た
め
各
種
就
学
援
助
事

業
を
推
進
し
、
学
校
で
は
週

１
回
程
度
放
課
後
の
補
習
授

業
を
行
い
児
童
・
生
徒
の
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
。

い
づ
み
児
童
館
で
は
小
中

学
校
と
も
週
２
回
学
習
会
を

開
催
し
、
毎
回
10
〜
20
人
程

度
が
参
加
し
て
い
る
。
一
人

一
人
に
目
標
を
持
た
せ
個
々

の
学
習
課
題
に
即
し
た
指
導

に
よ
り
効
果
が
あ
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
高
校
入
試
に
向

け
た
中
学
３
年
生
を
対
象
に

し
た
学
習
合
宿
、
中
学
１
年

生
対
象
の
振
り
返
り
学
習
、

と
く
に
課
題
の
深
刻
な
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
保
護
者

と
連
携
し
て
家
庭
教
育
を
促

進
す
る
個
別
指
導
を
進
め
て

い
る
。

学
力
の
状
況
は
学
校
外
の

様
々
な
要
因
と
も
関
連
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
学

校
外
で
の
学
習
量
が
影
響
し

て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
現

状
。
今
後
も
各
種
取
り
組
み

を
工
夫
し
、
家
庭
と
も
連
携

し
て
学
力
向
上
を
図
り
た
い
。
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総務
西島理事

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
進
め
る

①各区における登録人数

②要配慮者数と申請数

地区名 登録
人数 地区名 登録

人数

地区名 要配慮
者数 申請数 申請数

玉水

水無

高月

上井手

田村新田

石垣

北

26

12

13

13

1

15

11

南

東部

西部

南部

北部

合計

29

46

15

17

42

230

玉水

水無

高月

上井手

田村新田

石垣

140

60

60

90

20

170

20

2

13

12

1

10

地区名 要配慮
者数

北

南

東部

西部

南部

北部

170

210

110

90

90

100

7

25

36

10

8

34

岩　
田　
　
剛  

議
員

地
震
発
生
時
の
対
応
は

Q　
　

本
町
は
、
毎
年
定
期

的
に
地
震
発
生
時
に
備
え
て

の
避
難
訓
練
や
救
急
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

要
配
慮
者
の
登
録
も
災
害

時
要
配
慮
者
避
難
支
援
登
録

申
請
書
で
、
行
っ
て
い
る
。

主
に
地
区
の
民
生
児
童
委
員

を
通
じ
て
役
場
窓
口
に
申
請

書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

各
区
に
お
け
る
登
録
人
数

の
現
状
は
。
全
体
の
要
配
慮

者
数
と
申
請
区
分
（
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
世
帯
）

で
、
登
録
し
て
お
ら
れ
る
各

区
の
人
数
は
。

災
害
発
生
時
に
は
、
原
則

と
し
て
各
区
所
属
の
消
防
団

員
が
救
助
に
あ
た
る
が
団
員

数
を
超
え
る
地
区
に
つ
い
て

は
要
配
慮
者
を
ど
の
よ
う
に

救
助
す
る
の
か
。
救
助
体
制

に
つ
い
て
具
体
的
な
対
応
策

は
。

中
学
で
の
武
道
必
修
は

Q　
　

平
成
24
年
か
ら
中
学

校
に
お
い
て
、
男
女
と
も
に

剣
道
・
柔
道
・
弓
道
の
中
か

ら
い
ず
れ
か
の
武
道
を
選
択

し
教
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
町
で
は
従
来
か
ら
力
を

入
れ
て
い
る
柔
道
を
選
択
す

る
と
思
う
が
、
他
の
ス
ポ
ー

A

A　
　

本
町
の
中
学
校
で
は

柔
道
を
履
修
し
、
男
子
は
、

以
前
か
ら
女
子
は
21
年
度
か

ら
段
階
的
に
導
入
し
て
い
る
。

①
各
学
年
ご
と
に
男
女
別
に

1
名
の
教
員
が
指
導
。

柔
道
部
顧
問
が
補
助
に
入

り
1
名
は
段
位
を
取
得
し

て
い
る
。

外
部
指
導
の
授
業
補
助
依

頼
に
つ
い
て
今
後
状
況
を

み
る
。

②
1
・
2
年
は
年
間
8
時
間
、

3
年
は
男
子
10
時
間
・
女

子
8
時
間

　

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
初

心
者
で
受
け
身
を
重
視
し

動
作
や
技
を
指
導
し
て
い

く
。

③
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
っ

て
い
く
。
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
の
災
害
共
済
給
付
制

度
に
加
入
し
て
い
る
。

緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て

Q　
　

近
隣
市
町
で
は
、

N
T
T
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話

所
持
者
を
対
象
と
し
た
、
緊

急
地
震
速
報
受
信
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
。本
年
a
u
や
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電
話
に

つ
い
て
も
、
緊
急
地
震
速
報

の
受
信
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
が
本
町
も
緊
急
地
震
速
報

受
信
訓
練
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

総務
西島理事

発
信
訓
練
を
実
施
し
た
い

教育
木田次長

柔

道

を

履

習

A　
　

平
成
23
年
9
月
か
ら

ド
コ
モ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
受
信
が
で
き
、
本
年
1
月

か
ら
K
D
D
I
や
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
も
始
め
た
こ
と
か
ら
緊

急
速
報
メ
ー
ル
が
利
用
で
き

る
よ
う
申
請
を
し
て
お
り
3

月
中
旬
か
ら
利
用
で
き
る
。

今
後
防
災
訓
練
に
お
い
て
避

難
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
訓

練
を
実
施
し
た
い
。

　
　
　

要
配
慮
者
の
救
助
の

具
体
的
な
対
応
策
は
、
災
害

時
要
配
慮
者
避
難
支
援
対
策

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
進

め
て
い
く
。

ツ
に
比
べ
て
非
常
に
高
い
確

率
で
、
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。

①
指
導
者
の
状
況
と
授
業
の

体
制
は
。
指
導
者
の
内
有

段
者
は
何
人
か

②
教
育
内
容
は
ど
う
か

③
事
故
防
止
体
制
は

万
が
一
事
故
が
、
発
生
し

た
場
合
原
因
の
解
明
は
第
３

者
に
委
託
す
る
の
か
。
傷
害

保
険
の
付
保
状
況
と
補
償
金

額
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
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村
田
し
ん
き
ち  

議
員

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
に
は

Q　
　

町
の
人
口
は
１
月
末

現
在
で
８
，
１
１
１
人
ま
で

減
少
し
た
。
町
と
し
て
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
の

検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
と

の
こ
と
だ
が
公
募
委
員
に
は

何
人
の
応
募
が
あ
り
、
ど
な

た
が
決
ま
っ
た
の
か
。

公
募
以
外
の
構
成
員
は
誰

な
の
か
、
そ
の
後
の
委
員
会

開
催
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

子
ど
も
に
も
予
防
接
種
の
助
成
を

Q
　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
代
は
、
高
齢
者
に

は
町
の
補
助
も
あ
り
、
自
己

負
担
額
は
１
０
０
０
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
子
ど
も
は
２

回
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

１
回
２
０
０
０
円
か
ら
３
５

０
０
円
と
高
額
で
あ
る
。
子

ど
も
の
接
種
代
も
、
高
齢
者

並
み
に
で
き
な
い
か
。
今
年

度
の
患
者
発
生
数
お
よ
び
、

学
級
閉
鎖
の
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
計
画
は

Q
　
　
　

今
年
度
の
有
害
鳥
獣

被
害
に
つ
い
て
伺
う
。

①
被
害
額
、
予
算
執
行
状
況

と
わ
な
の
施
工
状
況

②
追
い
払
い
回
数

③
町
と
し
て
の
追
い
払
い
と

広
域
捕
獲
計
画
は

総務
西島理事

検
討
委
員
会
を
発
足

A　
　

本
町
の
最
も
大
き
な

課
題
は
人
口
の
減
少
を
ど
う

食
い
止
め
る
か
で
あ
る
。
町

外
か
ら
の
有
識
者
と
町
内
各

種
団
体
の
代
表
な
ど
で
構
成

す
る
、
人
口
減
少
問
題
を
考

え
る
検
討
委
員
会
を
発
足
へ

準
備
を
進
め
て
き
た
。

委
員
構
成
に
つ
い
て
は
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
委
員
を
と
、

有
識
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
選
考
に
努
め
て
き
た
。
３

月
下
旬
に
は
、
発
足
で
き
る

予
定
。

住
民
公
募
に
は
、
１
名
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
方
を
と

考
え
て
い
る
。
委
員
構
成
は
、

町
外
の
有
識
者
１
名
、
町
内

民生
加賀山理事

有
効
性
が
十
分
証
明
さ
れ
て
い
な
い

A の
各
種
団
体
の
代
表
12
名
、

職
員
公
募
１
名
、
住
民
公
募

１
名
の
合
計
15
名
。

開
催
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

５
、
６
回
程
度
を
予
定
。

平
成
24
年
度
中
に
、
提
言

を
い
た
だ
き
た
い
。
３
月
下

旬
の
委
員
会
で
委
嘱
し
、
そ

の
後
委
員
名
を
公
表
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
市

町
村
が
実
施
す
る
定
期
接
種

と
し
て
高
齢
者
を
対
象
と
さ

れ
て
い
る
。本
町
で
も
、公
費

助
成
を
行
い
、
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
努
め

て
い
る
。

子
ど
も
の
予
防
接
種
は
、

国
の
医
療
専
門
家
の
見
解
を

踏
ま
え
、
一
定
の
効
果
は
あ

る
も
の
の
、
有
効
性
が
十
分

証
明
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断

し
て
お
り
、
任
意
接
種
と
さ

れ
て
い
る
。本
町
で
は
、
公

費
助
成
に
よ
る
接
種
は
行
っ

て
い
な
い
。

今
年
度
の
患
者
発
生
は
、

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機

関
に
お
い
て
数
値
把
握
は
行

っ
て
い
な
い
。

学
級
閉
鎖
は
、
２
月
24
日

現
在
、
小
中
学
校
合
計
で
７

ク
ラ
ス
で
あ
る
。

事業
中村理事

侵
入
防
護
柵
を
設
置

A　
　

有
害
鳥
獣
被
害
に
つ

い
て
は
、
毎
年
５
月
に
前
年

度
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
か
ら
平
成
23
年
の
調
査

結
果
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

追
い
払
い
用
花
火
の
購
入

で
６
５
０
０
円
、
侵
入
防
止

柵
用
で
７
万
円
、
３
月
中
に

侵
入
防
護
柵
を
購
入
し
、
農

家
に
施
工
講
習
会
を
開
催
し

設
置
す
る
。

23
年
度
サ
ル
の
出
没
情
報

が
33
回
寄
せ
ら
れ
、
出
動
し

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
方
法
で
は
サ

ル
の
捕
獲
は
難
し
い
こ
と
か

ら
、
発
信
機
を
装
着
し
た
群

れ
を
対
象
に
サ
ル
の
い
る
位

置
情
報
に
基
づ
き
、
行
う
計

画
。
な
お
、
本
町
に
は
発
信

機
を
取
り
付
け
た
サ
ル
が
い

な
い
た
め
、
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
。

防護柵の施工講習会
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岡　
田　
久　
雄  

議
員

学
校
で
の
防
災
教
育
は

Q　
　

東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
文
科
省
は
平

成
24
年
度
の
予
算
案
に
実
践

的
防
災
教
育
総
合
支
援
事
業

防
災
に
女
性
の
視
点
を

Q　
　

防
災
会
議
に
お
け
る

女
性
の
視
点
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
本
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

本
町
の
防
災
会
議
委
員
は

ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば
れ
た

の
か
。
男
女
比
率
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

過
去
３
年
間
の
防
災
会
議

の
開
催
数
及
び
そ
の
内
容
は
。

家
庭
ゴ
ミ
の
現
状
は

Q
　
　
　

本
町
と
近
隣
市
町
の

家
庭
ゴ
ミ
に
つ
い
て
問
う
。

①
城
南
衛
生
管
理
組
合
構
成

市
町
の
22
年
度
家
庭
ゴ
ミ

の
１
日
１
人
当
た
り
排
出

量
お
よ
び
年
間
の
ゴ
ミ
処

理
経
費
は

②
近
隣
市
町
の
指
定
袋
制
の

取
り
組
み
状
況
と
効
果
は

③
試
験
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
透
明
袋
に
よ
る
収
集
の

効
果
は

④
本
年
４
月
よ
り
実
施
さ
れ

る
透
明
袋
に
よ
る
収
集
の

実
施
概
要
は

教育
木田次長

南
山
城
水
害
を
学
習

A

総務
西島理事

女
性
の
視
点
は
重
要

A　
　

女
性
の
視
点
の
重
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
女
性
に
委
員
へ
の
参
画
を

お
願
い
し
て
い
く
。

委
員
選
任
は
町
防
災
会
議

条
例
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る

が
全
員
男
性
。

防
災
会
議
の
開
催
予
定
は

あ
る
が
、
過
去
３
年
間
開
催

し
て
い
な
い
。

事業
中村理事

透
明
袋
化
は
有
効

A
　
　
　

②
八
幡
市
と
宇
治
田
原
町

が
透
明
袋
化
を
実
施
し

て
い
る
。
実
施
前
と
比

べ
八
幡
市
で
80
ｇ
、
宇

治
田
原
町
で
55
ｇ
減
量

し
て
い
る

③
９
か
月
間
で
約
88
ｔ
の

減
量
。
１
日
１
人
当
た

り
31
ｇ
の
減
で
あ
る

④
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
分
別

の
徹
底
・
収
集
作
業
の

安
全
を
目
的
と
し
、
４

月
１
日
よ
り
透
明
・
半

透
明
で
な
い
袋
、
分
別

で
き
て
い
な
い
も
の
は

収
集
し
な
い

　
　

①
井
手
町
教
育
委
員
会
発
行

の
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち

の
井
手
町
」
で
当
時
の
写

真
な
ど
も
添
え
て
記
載
し
、

小
学
校
４
年
生
で
学
習
し

て
い
る
。
水
害
を
直
に
体

験
さ
れ
た
地
域
住
民
を
講

師
に
迎
え
、
児
童
が
実
感

を
も
っ
て
理
解
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
い
る
。

　
　

小
・
中
学
校
と
も
に
避

難
訓
練
や
全
校
集
会
の
機

会
に
南
山
城
水
害
の
話
を

例
に
挙
げ
防
災
意
識
を
高

め
て
い
る

②
児
童
・
生
徒
が
と
る
べ
き

基
本
行
動
を
明
ら
か
に
し

て
各
学
期
に
１
回
実
施
し

て
い
る

③
ま
だ
具
体
的
な
要
綱
が
な

い
た
め
詳
細
を
把
握
し
て

か
ら
考
え
て
い
く

市町名
宇治市
城陽市
八幡市
久御山町
宇治田原町
井手町

排出量
382ｇ
483ｇ
421ｇ
542ｇ
437ｇ
571ｇ

処理経費
7,061円
8,049円
7,172円
9,193円
8,075円
9,008円

①１日１人当たり排出量と年間のゴミ処理

を
盛
り
込
ん
で
い
る

が
本
町
の
取
り
組
み

は
。

①
南
山
城
水
害
の
教

訓
を
小
・
中
学
校

で
ど
う
伝
え
生
か

し
て
い
る
の
か

②
小
・
中
学
校
の
防

災
訓
練
は
年
何
回
、

ど
ん
な
内
容
で
実

施
し
て
い
る
の
か

③
実
践
的
防
災
教
育

総
合
支
援
事
業
へ

の
参
加
に
つ
い
て

は
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丸　
山　
久　
志  

議
員

最
低
制
限
価
格
低
い
の
で
は

Q　
　

本
町
で
は
入
札
の
際

ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
の
た
め
最

低
制
限
価
格
が
設
定
さ
れ
て

い
る
が
、
町
内
の
業
者
の
方

か
ら
低
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
と
意
見
を
聞
く
。

公
共
事
業
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
、
倒
産
や
廃
業
に
よ
り

業
者
数
も
減
り
雇
用
も
ま
ま

に
な
ら
な
い
。
談
合
防
止
と

い
う
こ
と
で
設
計
価
格
が
公

表
さ
れ
、
国
や
府
の
レ
ベ
ル

よ
り
も
最
低
制
限
価
格
が
低

い
。
一
つ
の
工
事
単
体
と
し

て
な
ら
施
工
は
で
き
る
が
、

会
社
を
維
持
し
て
い
く
経
費

が
で
な
い
。

本
町
の
最
低
制
限
価
格
の

設
定
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

桜
の
維
持
管
理
は

Q　
　

本
町
の
第
4
次
総
合

計
画
の
中
で
、
観
光
入
込
客

50
万
人
と
目
標
を
揚
げ
て
い

る
が
、
実
現
す
れ
ば
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
大
変
期

待
す
る
。

桜
の
木
の
寿
命
は
50
年
か

ら
60
年
だ
と
聞
く
が
、
玉
川

の
桜
の
樹
齢
は
ど
れ
く
ら
い

か
。今

後
新
た
な
植
樹
な
ど
必

要
で
は
な
い
か
。

観
光
入
込
客
50
万
人
達
成

の
た
め
の
新
た
な
施
策
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
な

構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

事業
中村理事

モ
デ
ル
式
を
参
考
に
見
直
し
を
検
討

A　
　

本
町
で
は
工
事
金
額

や
工
事
内
容
に
よ
り
低
入
札

価
格
調
査
基
準
価
格
及
び
最

低
制
限
価
格
の
い
ず
れ
か
を

設
け
て
お
り
、
低
入
札
価
格

調
査
基
準
価
格
は
予
定
価
格

の
60
％
に
設
定
し
て
い
る
。

最
低
制
限
価
格
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
の
土
木
工

事
で
の
平
均
落
札
率
は
約
80

事業
中村理事

今
後
も
続
け
て
い
く

A ％
で
あ
る
。
近
隣
市
町
の
最

低
制
限
価
格
は
市
町
村
別
平

均
で
予
定
価
格
の
約
70
％
か

ら
79
％
で
あ
る
。

中
央
公
契
連
モ
デ
ル
式
を

参
考
に
し
て
近
隣
市
町
の
動

向
を
踏
ま
え
見
直
し
を
検
討

す
る
な
ど
、
地
元
建
設
業
の

安
定
経
営
に
つ
な
が
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

玉
川
の
桜
の
樹
齢
に

つ
い
て
は
南
山
城
水
害
後
に

植
え
て
約
50
年
が
経
過
し
て

い
る
。

桜
の
木
の
寿
命
は
、
お
お

む
ね
100
年
程
度
と
聞
く
が
、

平
成
21
年
度
に
京
都
樹
木
医

会
に
よ
り
、
玉
川
の
桜
の
樹

勢
や
健
康
状
態
の
調
査
を
行

い
枯
れ
枝
の
剪
定
や
小
枝
の

除
去
な
ど
の
若
返
り
対
策
を

実
施
し
た
。

今
後
新
た
な
植
樹
に
つ
い

て
は
、
井
手
保
勝
会
と
相
談

を
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
き

た
い
。

玉
川
の
名
水
を
守
る
会
が

2
年
に
わ
た
り
植
栽
し
た
ヤ

マ
ブ
キ
が
成
長
し
て
い
る
。

桜
の
後
の
ヤ
マ
ブ
キ
の
淡
い

情
景
を
楽
し
み
に
お
と
ず
れ

る
交
流
人
口
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

平
成
24
年
度
よ
り
歴
史
と

自
然
が
薫
る
道
づ
く
り
事
業

に
よ
り
、
町
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
椿
坂
前
に
多
目
的
に
利
用

で
き
る
公
園
の
整
備
を
行
う

ほ
か
、
府
に
玉
川
の
堤
防
な

ど
を
活
用
し
た
水
辺
に
親
し

む
空
間
づ
く
り
の
事
業
を
要

望
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
観
光

情
報
の
発
信
を
進
め
、
観
光

入
込
客
の
増
加
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

樹齢約50年の玉川の桜並木
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幅道の狭い道路

村　
田　
忠　
文  

議
員

ゴ

ミ

減

量

化

は

事業
中村理事

透
明
袋
で
分
別
を

Q

A

　
　

本
町
は
城
南
衛
生
管

理
組
合
の
３
市
３
町
の
中
で
、

一
人
あ
た
り
の
家
庭
系
可
燃

ゴ
ミ
の
量
が
最
も
多
く
、
管

内
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

な
ぜ
上
回
っ
て
い
る
の
か
、

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中

で
ゴ
ミ
の
量
が
減
っ
て
い
な

い
の
は
、
ど
こ
に
問
題
が
あ

る
の
か
伺
う
。

ゴ
ミ
袋
透
明
化
に
よ
り
燃

え
る
ゴ
ミ
と
資
源
ゴ
ミ
や
そ

の
他
ゴ
ミ
と
さ
ら
な
る
分
別

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。
分
別
で
き
て
い
な
い

ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
委
託

業
者
や
直
営
の
職
員
に
は
ど

の
よ
う
に
指
示
し
て
い
く
の

か
。
黒
い
ゴ
ミ
袋
で
出
さ
れ

た
場
合
は
住
民
に
対
し
て
説

明
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
す

る
の
か
。

透
明
袋
化
に
よ
り
さ
ら
な

る
ゴ
ミ
減
量
化
を
目
指
す
た

め
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
今
後
変

更
は
あ
る
の
か
、
指
導
の
状

況
は
。

墓
地
の
ゴ
ミ
が
年
々
増
加

し
、
不
法
投
棄
も
見
ら
れ
る

が
対
策
は
。

有
王
地
区
の
燃
え
る
ゴ
ミ

の
収
集
は
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

に
載
っ
て
い
な
い
。
地
域
の

方
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

て
い
る
の
か
。
な
ぜ
燃
え
る

ゴ
ミ
を
町
で
収
集
し
て
い
な

い
の
か
。

幅
員
の
狭
い
道
は

Q 　
　

可
燃
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ

ミ
、
そ
の
他
ゴ
ミ
と
の
分
別

に
つ
い
て
は
、
透
明
・
半
透

明
ゴ
ミ
袋
化
に
よ
り
分
別
意

識
の
向
上
や
、
資
源
ゴ
ミ
の

分
別
、
水
切
り
な
ど
の
徹
底

に
よ
り
、
減
量
化
が
図
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

分
別
が
で
き
て
い
な
い
ゴ

ミ
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
黒

い
袋
や
中
身
の
見
え
な
い
袋

な
ど
で
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、

黄
色
い
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
注

意
を
促
す
。

住
民
に
対
し
て
の
説
明
に

つ
い
て
は
施
行
前
の
平
成
23

年
の
２
月
か
ら
３
月
に
住
民

説
明
会
、
12
月
に
ゴ
ミ
減
量

化
対
策
検
討
委
員
会
を
開
催
。

町
広
報
や
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
本
年

３
月
号
の
「
広
報
い
で
」
で

特
集
を
組
ん
で
周
知
を
と
考

え
て
い
る
。
３
月
よ
り
ゴ
ミ

収
集
車
か
ら
音
声
に
よ
る
透

明
袋
化
完
全
実
施
の
案
内
を

行
っ
て
い
る
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ

い
て
、
商
店
な
ど
発
生
量
の

少
な
い
も
の
は
、
変
更
は
考

え
て
い
な
い
。
事
業
所
へ
の

指
導
状
況
は
、
産
業
環
境
課

か
ら
直
接
出
向
き
指
導
を
し

て
い
る
。
今
年
に
入
っ
て
２

件
事
業
所
を
指
導
し
た
。

墓
地
で
の
不
法
投
棄
対
策

は
、
看
板
を
設
置
し
て
注
意

喚
起
し
て
い
る
。

有
王
地
区
は
、
近
年
月
１

回
の
不
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日
に

可
燃
ゴ
ミ
も
出
さ
れ
て
い
る

と
き
に
は
収
集
し
て
い
る
。

事業
中村理事

課
題
解
決
に
研
究
す
る

A　
　

幅
１
・
８
ｍ
以
上
４

ｍ
未
満
で
、
２
軒
以
上
の
建

物
が
立
ち
並
ん
で
行
き
止
ま

り
で
な
い
道
路
は
、
規
定
で

２
項
道
路
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

指
定
さ
れ
た
道
路
は
中
心

線
か
ら
２
ｍ
の
位
置
に
敷
地

の
後
退
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

塀
な
ど
工
作
物
の
設
置
は
で

き
な
い
。

税
制
面
の
取
り
扱
い
は
、

道
路
区
域
と
す
る
場
合
に
固

定
資
産
税
非
課
税
。

境
界
確
定
や
分
筆
登
記
に

必
要
な
費
用
は
所
有
者
負
担
。

町
で
は
、
後
退
工
事
の
費

用
補
助
制
度
は
な
い
。
２
項

道
路
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

幅
員
が
１
・
８
ｍ
未
満
は
、

原
則
と
し
て
建
て
替
え
が
で

き
な
い
が
重
要
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
近
隣
市
町
村
の

状
況
を
調
査
し
課
題
解
決
に

研
究
し
た
い
。

　
　

町
内
に
は
幅
員
の
狭

い
道
に
面
し
た
住
宅
も
多
い
。

建
築
基
準
法
に
よ
り
建
て

替
え
な
ど
が
制
限
さ
れ
て
い

る
道
路
幅
が
１
・
８
ｍ
か
ら

４
ｍ
未
満
の
場
合
、
建
て
替

え
な
ど
の
際
に
道
路
中

心
線
か
ら
２
ｍ
の
道
路

幅
を
確
保
で
き
る
よ
う

敷
地
の
後
退
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

後
退
し
た
分
の
税
制

面
の
取
扱
い
と
整
備
費

用
の
補
助
制
度
は
。

接
す
る
道
路
幅
員
が

１
・
８
ｍ
未
満
は
幅
２

ｍ
の
接
道
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
そ
う
だ
が
何

ら
か
の
支
援
策
は
。
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谷　
田　

み
さ
お  

議
員

奈
良
線
複
線
化
の
負
担
は

Q　
　

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
複
線

化
は
住
民
の
長
年
の
要
望
で

あ
り
、
公
共
輸
送
機
関
と
し

て
も
Ｊ
Ｒ
も
努
力
を
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。
府
や
沿
線
自

治
体
も
適
切
な
負
担
を
し
つ

つ
、
当
然
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
と
考
え
る
。

し
か
し
事
業
主
体
は
民
間
企

業
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
で
あ
り
、
公

的
資
金
投
入
は
合
理
的
範
囲

に
と
ど
め
る
べ
き
。

①
府
の
予
算
で
は
調
査
費
総

額
は
３
０
０
０
万
円
で
、

Ｊ
Ｒ
・
府
、
沿
線
市
町
は

３
分
の
１
ず
つ
の
負
担
と

い
う
こ
と
だ
が
、
市
町
そ

れ
ぞ
れ
の
負
担
割
合
と
額
、

そ
の
算
出
根
拠
は
。

②
ロ
ン
グ
レ
ー
ル
化
の
残
り

延
長
は
。

③
Ｊ
Ｒ
軌
道
敷
地
や
駅
舎
の

固
定
資
産
税
優
遇
措
置
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
踏
切
な
ど
の
交
差

部
の
所
有
関
係
は
。
占
有

料
が
納
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

公
契
約
条
例
導
入
を

Q
　
　
　

最
近
の
建
設
不
況
で
、

低
価
格
入
札
の
ひ
ず
み
が
下

請
け
の
事
業
者
や
労
働
者
に

し
わ
寄
せ
さ
れ
、
賃
金
低
下

を
招
く
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

①
公
契
約
条
例
を
と
り
い
れ

て
は
ど
う
か

②
施
工
体
制
台
帳
を
提
出
さ

せ
て
二
次
請
け
、
三
次
請

け
の
契
約
内
容
も
把
握
で

き
て
い
る
か

③
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入

札
が
行
わ
れ
て
い
る
か

消
防
団
寄
付
の
あ
り
方
は

Q　
　

消
防
団
は
、
出
初
式

の
日
に
地
域
に
寄
付
を
募
ら

れ
る
の
が
恒
例
に
な
っ
て
お

り
、
負
担
に
感
じ
て
い
る
住

民
も
多
々
あ
る
。
お
断
り
し

て
も
団
員
さ
ん
が
こ
ら
れ
て

困
惑
し
た
と
い
う
苦
情
も
聞

い
て
い
る
。

住
民
は
常
備
消
防
負
担
金

も
税
金
か
ら
支
払
っ
て
い
る
。

団
活
動
に
必
要
な
経
費
は
あ

く
ま
で
公
費
で
ま
か
な
う
べ

き
で
あ
り
、
強
制
的
と
受
け

取
ら
れ
る
よ
う
な
寄
付
の
要

請
の
改
善
を
町
も
指
導
す
べ

き
で
は
。

調
査
費
負
担
は
6・7
％

A
　
　
　

①
算
出
根
拠
は
均
等
割
り
10

％
、
人
口
割
り
35
％
、
乗

車
人
員
割
り
15
％
、
駅
数

割
20
％
、
路
線
延
長
割
20

％
で
、井
手
町
は
６
・
７
％
、

２
０
１
万
円
。

京
都
市
１
１
３
万
円

宇
治
市
８
５
３
万
円

城
陽
市
４
０
７
万
円

木
津
川
市
３
５
０
万
円

宇
治
田
原
町
３
３
万
円

②
す
べ
て
の
区
間
で
す
で
に

終
わ
っ
て
い
る

③
鉄
軌
道
用
地
の
接
す
る
土

地
の
価
格
の
３
分
の
１
に

相
当
す
る
価
格
で
求
め
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画

税
を
課
税
し
て
い
る
。

　

町
道
の
踏
切
部
分
は
６

ケ
所
あ
る
が
、
平
成
17
年

ま
で
は
、
国
・
府
、Ｊ
Ｒ
用

地
だ
っ
た
が
い
ず
れ
も
使

用
料
は
払
っ
て
い
な
い
。

地
方
分
権
一
括
法
で
国
有

地
が
町
有
地
と
な
っ
た
以

降
も
Ｊ
Ｒ
か
ら
占
有
料
を

徴
収
し
て
い
な
い
。
周
辺

自
治
体
も
同
様

事業
中村理事

総務
西島理事

事業
中村理事

条
例
化
は
考
え
て
い
な
い

A
　
　
　

①
町
内
業
者
に
聞
く
と
、
作

業
員
へ
の
支
払
額
は
１
万

２
０
０
０
円
か
ら
１
万
５

０
０
０
円
の
範
囲
。
最
低

基
準
額
な
ど
の
義
務
付
け

は
賃
金
引
下
げ
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
、
条
例
化

は
考
え
て
い
な
い

②
建
設
業
法
に
よ
り
必
要
な

場
合
に
は
施
工
体
制
台
帳

な
ど
に
よ
り
下
請
け
と
の

契
約
内
容
を
確
認
し
て
い

る
③
現
在
行
っ
て
い
な
い

総務
西島理事

町
は
関
与
し
な
い

A　
　

消
防
団
の
寄
付
活
動

に
つ
い
て
は
町
が
関
与
す
べ

き
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
は

消
防
団
に
伝
え
る
。
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１
月
３０
日
に
交
通
対
策
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
全
員

と
議
長
出
席
の
も
と
で
、
中
谷

副
町
長
、
総
務
担
当
理
事
か
ら

1
月
２４
日
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
京

都
府
及
び
沿
線
市
町
の
３
者
が

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
新
た
に
複
線
化

す
る
区
間
に
つ
い
て
、
事
業
実
施

に
向
け
た
合
同
調
査
に
合
意
し

た
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

中
谷
副
町
長
よ
り
、
そ
の
複

線
化
に
向
け
て
の
調
査
内
容
に

つ
い
て
、
調
査
区
間
と
し
て
Ｊ
Ｒ

藤
森
駅
か
ら
宇
治
駅
、
新
田
駅

か
ら
城
陽
駅
、
山
城
多
賀
駅
か

ら
玉
水
駅
の
３
区
間
、
及
び
京

都
駅
、
棚
倉
駅
の
２
駅
の
構
内

調
査
で
あ
る
こ
と
、
調
査
主
体

は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
行
う
こ
と
、

調
査
内
容
は
、
鉄
道
施
設
等
の

測
量
、
複
線
化
等
配
線
検
討
、

複
線
化
等
事
業
費
の
精
査
、
駅

改
良
計
画
の
策
定
、
踏
切
改
良
、

立
体
交
差
化
基
本
計
画
の
策
定
、

調
査
期
間
に
つ
い
て
は
平
成
２４

年
度
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
質
疑
に
入
り
各
委
員

か
ら
は
、
複
線
化
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
、
山
城
多
賀
駅
、
玉
水
駅
の

改
修
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
件
、

沿
線
発
展
の
た
め
直
行
列
車
等

大
阪
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
複
線
化
で

も
み
や
こ
路
快
速
・
快
速
が
玉

水
駅
に
今
後
も
停
車
す
る
よ
う

希
望
す
る
と
と
も
に
、
調
査
費

の
負
担
割
合
、
宇
治
以
南
の
各

駅
の
営
業
係
数
、
乗
客
増
へ
の

取
り
組
み
、
玉
水
駅
近
辺
の
駐

車
場
整
備
等
多
く
の
質
疑
が
あ

り
、
大
変
重
要
な
委
員
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
行
政
に
は
本
日
の

委
員
会
を
通
し
て
出
さ
れ
た
貴

重
な
意
見
、
要
望
等
を
十
分
に

生
か
し
て
い
た
だ
き
、
住
民
の

願
い
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
複
線

化
な
ど
の
事
業
が
着
実
に
進
展

す
る
よ
う
今
後
と
も
、
さ
ら
な

る
努
力
を
お
願
い
し
委
員
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
利
用
し
や
す
い
保
育

環
境
の
整
備
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
域
に
お
け

る
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
閉
会
中
の
調

査
研
究
と
し
て
２
月
２４
日
に
委
員

会
を
招
集
し
ま
し
た
。

行
政
よ
り
保
育
園
の
運
営
状

況
に
つ
い
て
職
員
の
配
置
、
園
児

の
受
入
れ
状
況
、
各
種
健
診
の

目
的
及
び
実
施
状
況
な
ど
、
保

育
園
の
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全

な
給
食
の
確
保
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

は
、
各
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
活
動

や
子
育
て
講
演
会
の
開
催
な
ど
、

ま
た
、
昨
年
４
月
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
る
未
就
学
児
童
の
一
時
預

か
り
の
利
用
状
況
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
資
料
を
も
と
に
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
質
疑
に
移
り
各
委
員
か

ら
は
、
臨
時
職
員
の
勤
務
体
制

や
保
険
等
の
加
入
状
況
に
つ
い

て
、
一
時
預
か
り
の
利
用
で
き
る

時
間
及
び
利
用
さ
れ
て
い
る
時

間
に
つ
い
て
、
３
園
に
お
け
る
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
園
児
の
状
況
や

対
応
に
つ
て
、
０
歳
児
の
受
入
れ

状
況
や
定
数
拡
充
に
つ
い
て
、
病

気
、
家
庭
の
事
情
で
正
規
職
員

が
休
ん
だ
と
き
の
対
応
な
ど
、

多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
は
、
玉
川
保
育

園
そ
し
て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
現
地
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

親
子
が
粘
土
を
使
っ
て
楽
し
く
物

づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
姿
に
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
親
子

で
遊
び
た
い
と
き
、
お
友
達
に

出
会
い
た
い
と
き
、
子
育
て
で

困
っ
た
と
き
、
育
児
に
関
す
る
情

報
を
知
り
た
い
と
き
な
ど
、
豊

か
な
子
育
て
を
す
る
た
め
に
改
め

て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
、
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
ま

し
た
。
本
日
の
委
員
会
を
通
じ

ま
し
て
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
業
務
の
調
査

が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
が
、
社
会
全
体
で
形

成
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
に
、
今
後
と
も
、
行
政
に
は

さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長

森

田

泰

雄

交
通
対
策

　

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長

岡

田

久

雄

産
業
厚
生

　

常
任
委
員
会
報
告

保
育
園
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

   

運
営
状
況
に
つ
い
て



16

井手町　議会だより　第37号 平成24年（2012年）5月

16

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員

豊かな自然環境の中で
「心も身体ものびのび育つ子どもたち」

井手町立多賀保育園園長 有 村 律 子

高神社やホタル公園、そして南谷川の桜が満開の
中、子どもたちが元気に多賀保育園に登園してきます。
本園は、2012年度、3歳児‒12名　4歳児‒12名
5歳児‒20名が在籍する全園児44名の小規模園です。
めざす子ども像として、
　   いきいきと生活ができる子ども

　   人を思いやり、大切にできる子ども
　   感じたことや考えたことを表現できる子ども

を保育目標として掲げ、日々保育をしています。また、家
庭や地域との連携をはかり、共に育ち合う場として、
様々な行事や活動を行っています。特に食育活動には
積極的に取り組んでいます。

野菜などを育てる・収穫する・
料理をする楽しみを体験できるようにする。
夏野菜は、春の種まきから始めます。毎日、水やりを

し、芽が出た時は、とても嬉しそうに報告してくれます。
また、「きゅうりの花は、黄色いね。実は、いぼいぼが痛い
なぁ～」「種が１つだったのにトウモロコシは、実がいっ
ぱい入っているよ」などなど、お店で商品としてしか見
ていなかった野菜の育ちを実際に観察する中でいろい
ろな発見をしていきます。
また、虫は、葉っぱや実を食べてしまう悪い事もする
けれど、かぼちゃなど、「実をつける手助
けをする働きもしているんだ。」
などと、観察する中でいろ
いろな気づきや学習をし
ます。
そして、収穫した野菜

を使って、収穫祭や、クッキン
グ体験の活動を通して、苦手だった

食材も食べられるようになります。また、旬の味のおい
しさと共に、「甘い」「辛い」「酸っぱい」味の他にゴーヤ
は「苦い味なんだ。」と気づいたりもします。
地域の方々の協力を得て、「エンドウ豆とり」「玉ねぎ

ひき」「さつまいもほり」「みかん狩り」「ブルーベリー狩
り」などの様々な収穫体験をさせてもらっています。こう
した体験を積み重ねる中、子どもたちは、土に親しみ、
自然の恵みに感謝の気持ちを持つようになりました。自

然の仕組みのなかで、子どもは様々なこ
とを学んでいきます。人格形成
の大切な幼児期にこそ、自
然に触れる機会を生活の
なかに多く取り入れ、今
後も子どもたちの成長を

助ける手助けをしていきたい
と思います。

春
た
け
な
わ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
桜
の
開
花
が
遅
れ
た
た
め
、
さ
く
ら
祭

り
が
当
初
の
予
定
よ
り
１
週
間
延
長
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
さ
く
ら
祭
り
が
開

催
さ
れ
て
以
降
初
め
て
の
事
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
来
場
者
数
は
延
長
し
た
事
も
あ

り
６
９
、０
５
０
人
と
記
録
的
な
数
に
な
り
、

玉
川
の
堤
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
を
も
ち
ま

し
た
。

５
月
21
日
に
は
、
金
環
日
食
が
京
都
で
観

測
で
き
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
実
に
２
８

２
年
ぶ
り
の
事
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
観
測
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

２
年
に
渡
り
「
議
会
だ
よ
り
」
を
編
集
し

て
き
た
６
名
の
広
報
委
員
も
こ
の
号
を
も
ち

ま
し
て
入
れ
代
わ
る
事
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
た
な
委
員
が
住
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

誌
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
ご
要
望

を
お
寄
せ
下
さ
い
。　　
　
　
　
　

 （
M
・
N
）

委
員
長

副
委
員
長

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

木

田

鈴

美

西

島

寛

道

古

川

昭

義

村

田

忠

文

中

坊
　

陽

谷

田

み
さ
お
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